
春！ といえば、国家試験と薬学会。先日、日本薬学会in仙台に行っ

て来ました。最も印象に残ったのは、患部に局所的に薬剤を散布し、

がん細胞を蛍光させることで微小がんの“見える化”を実現した東

大大学院の浦野泰照先生の発表です。摘出した臓器の一部に試薬

を振ると、がん細胞が1～ 2 分で光り始めた実際の動画を見てビッ

クリ。この技術は、検診でも術中でも、がん治療に大きな革命を起

こすのではないかと興奮して聞き入りました。 薬学部が 6 年制と

なり、創薬研究・開発を担う人材不足から創薬力が落ちたなどとい

われていますが、学会の「創薬のゴールは人である」という言葉か

ら、薬学部はモノから人へ視点を移しているのだなと実感。今後、

診断技術の向上が医療の進歩を担っていくことでしょう。

昭和大学・倉田なおみ先生の研究室では、スポーツドクターを対

象としたアンケートを実施したところ、スポーツファーマシストに啓

蒙活動や代替薬の提案、禁止薬物の有無への指導などに期待して

いることが分かったそうで、大変うれしく思います。

院生の減少から学会参加者も減り、寂しく感じていましたが、4、

5 年生の学部生の参加を知って、意識の高い学生がいることを心強

く思いました。医療業界全体で刺激し合い、知識を共有し、お互い

に成長していきましょう！
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